






わが国における乳児死亡率は着実に減少し、先進諸国のなかでもっとも低率となった。ま

た、それにともなって非可逆的な一部の障害の発生率も次第に減少してきた。しかし、社

会の工業化、核家族化、職業婦人の増加、少産少死、慢性疾患の相対的増加、医療供給情

勢の変化、国民のニードの多様化等の状況に対応して、乳幼児の健康対策は新しい観点に

たって今後のあり方を検討する時期になったと考えられる。本研究班は、乳児健康診査に

おける発達障害児の早期発見と早期療育のあり方について総合的に研究を行ってきたが、

乳幼児保健の状況の変化にともない現行の乳幼児健診体制全般についても検討する必要が

あると判断し、以下の点について重点的に討議を行うことにした。 


